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定
期
総
会
は
、
佐
々
木
副
会
長
の
司
会
で

始
ま
り
仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
宮
田
委
員
を 

議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
本
部
Ｏ 

Ｂ
会
の
古
川
会
長
、
中
央
本
部
の
奥
山
副
委

員
長
（
Ｏ
Ｂ
担
当
）、
来
賓
の
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ

Ｂ
連
絡
会
の
中
村
幹
事
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
新
年
度
の
活
動
方
針
が
提
起
さ
れ
て
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                      

               

❍ 

今
回
の
様
な
事
態
は
全
く
予
想
で
き 

ず
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
本
当
に
驚
い
て
い
る 

❍ 

こ
の
攻
撃
は
、
官
邸
な
ど
の
国
家
権
力 

も
か
ら
ん
で
い
る 

❍ 

会
社
は
最
初
か
ら
「
労
使
共
同
宣
言
」 

の
破
棄
を
狙
っ
て
い
て
、
そ
の
チ
ャ
ン 

ス
を
伺
っ
て
い
た
の
だ 

❍ 

脱
退
強
要
と
ス
ト
方
針
に
つ
い
て
い 

け
な
い
人
達
が
脱
退
し
た
の
だ 

❍ 

職
場
に
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
た 

と
い
う
、
ひ
ど
い
話
だ 

❍ 

制
裁
に
な
っ
た
役
員
の
経
緯
と
理
由 

が
わ
か
ら
な
い
し
、
制
裁
者
だ
け
が 

責
任
を
取
れ
ば
い
い
と
は
思
わ
な
い 

❍ 

今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
が
心
配
だ
が
、
Ｏ 

Ｂ
会
活
動
の
原
点
は
手
弁
当
だ 

❍ 

昨
年
決
定
し
た
活
動
を
支
部
へ
移
行 

す
る
方
針
で
い
い
の
か 

  

定
期
総
会
で
確
認
さ
れ
た
今
年
度
の
「
本

部
Ｏ
Ｂ
会
活
動
」
の
主
な
も
の
は
、 

❍ 

中
央
本
部
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
に
関
わ
る 

 
 

費
用
の
削
減
に
伴
っ
て
、
毎
月
発
行
の 

 
 

「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
、
今
後 

               

 

例
年
４
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
Ｏ
Ｂ
会
第
22
回
定
期
総
会
」

が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
巡
る
組
織
混
乱
の
影
響
で
約
一
ヶ
月
遅
れ
の
5
月
17
日
に
本
部

大
会
議
室
で
総
勢
86
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
こ
の
２
月
以
降
大
量
の
組
合
員
が
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
を
脱
退
す
る
と

云
う
激
変
ぶ
り
に
驚
く
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
活
動
方
針
で
は
、
中
央
本
部
の
Ｏ
Ｂ
会
に
関
わ
る
費
用
の
削
減
と
、
エ
ル
ダ

ー
会
員
の
減
少
に
よ
る
財
政
面
か
ら
、「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
減
な
ど
を

中
心
と
し
た
活
動
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。 

な
お
今
総
会
で
、
長
年
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
て
き
た
佐
々
木
副
会
長

と
本
田
事
務
局
次
長
が
勇
退
さ
れ
、
古
川
会
長
か
ら
「
感
謝
状
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

         

本部ＯＢ会定期総会で組織減少に伴い 

今年は現行活動を維持、佐々木・本田両役員が勇退 

  
 

奇
数
月
発
行
の
年
6
回
と
す
る 

❍ 

役
員
会
の
開
催
を
減
ら
し
、
経
費
削
減 

 
 

に
つ
と
め
る 

❍ 

各
地
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流 

 
 

会
は
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
す
る 

❍ 

各
支
部
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
助
成
金
は
、
今
年 

 
 

年
度
も
交
付
す
る 

 

な
ど
で
す
が
、
7
月
ま
で
に
「
組
織
実
態 

調
査
」
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
活
動
の 

再
検
討
を
も
う
一
度
行
い
ま
す
。 

 

組
合
員
の
「
大
量
脱
退
」、「
エ
ル
ダ
ー
会

員
の
減
少
」
と
い
う
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越

え
、
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
を
守
り
抜
き
「
楽
し

い
Ｏ
Ｂ
会
」
に
す
る
た
め
に
、
全
会
員
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。 

な
お
翌
18
日
は
、
新
旧
役
員
で
松
崎 

明

さ
ん
の
墓
前
に
総
会
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

                           

顧 
 

問 
 

大
熊 

勝
明 

（
東
京
） 

 

会 
 

長 
 

古
川 

建
三 

（
仙
台
） 

 

副

会

長 
 

廣
瀬 

隆
之 

（
東
京
） 

  

〃 
 

 
 

難
波 

和
正 

（
横
浜
） 

  

〃 
 

 
 

渡
部 

良
司 

（
新
潟
） 

  

〃 
 

 
 

宮
田 

利
昭 

（
仙
台
） 

  

〃 
 

 
 

奥
山 

光
昭 

（
本
部
） 

 

事
務
局
長 

 

伊
藤 

義
男 

（
東
京
） 

 

事
務
局
次
長 

川
崎 

昭
雄 

（
東
京
） 

  

〃 
 

 
 

植
松 

 

健 

（
八
王
子
） 

  

〃 
 

 
 

田
崎 

行
夫 

（
大
宮
） 

  

〃 
 

 
 

鈴
木 

正
彦 

（
東
京
） 

  

〃 
 

 
 

田
崎 

 

聡 

（
本
部
） 

 

会
計
監
査 

 

扇
谷 

健
七 

（
千
葉
） 

  

〃 
 

 
 

森 
 

泰
克 

（
大
宮
） 

 

書 
 

記 
 

三
尾 

典
子 

（
本
部
） 

     

２
０
１
８
年
度
新
役
員
体
制 

本部大会議室で開催された本部ＯＢ会の第 22回定期総会 

総
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
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津
軽
の
〝
か
ま 

り 
 

 
 

 
 

 
 

り
〟
（
香
り
）
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

体
一
杯
に
沁
み
込 

ま
せ
た
、
秋
田
地 

本
弘
前
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
神 

洋
一
（
じ
ん 

よ
う
い
ち
）
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

国
鉄
改
革
当
時
運
転
士
だ
っ
た
神
さ 

ん
は
、
「
職
場
と
仕
事
と
生
活
」
を
守 

る
た
め
に
三
本
柱
の
「
派
遣
」
を
担
い
、 

青
森
県
か
ら
静
岡
県
浜
松
市
の
自
動
車 

工
場
へ
率
先
し
て
出
向
き
、
多
く
の
仲 

間
と
共
に
民
間
の
厳
し
い
労
働
環
境
の 

中
で
働
く
体
験
を
し
ま
し
た
。 

    

ま
た
Ｊ
Ｒ
移
行
後
も
、
分
会
・
支
部 

・
地
本
の
役
員
を
担
い
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の 

組
織
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
、
津
軽
の
風
土
を
こ
よ
な 

く
愛
す
る
風
流
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

   

春
は
芽
吹
き
を
喜
び
、
夏
は
川
や
海
に 

溶
け
込
み
、
秋
は
実
り
に
微
笑
み
、
冬
は 

ス
き
ー
を
堪
能
。
ま
た
趣
味
の
将
棋
で
は 

鋭
い
駒
捌
き
を
す
る
な
ど
、
本
当
に
味
わ 

い
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
で
、
支
部
の
後
輩
達
か 
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ら
は
、「
か
み
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特

に
宴
会
の
最
後
に
唄
う
ア
カ
ペ
ラ
の
「
民
謡
」

は
、
参
加
者
を
惚
れ
惚
れ
さ
せ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
Ｊ
Ｒ
総
連
青
森
県
協
議 

会
Ｏ
Ｂ
会
の
副
会
長
と
し 

て
、
津
軽
地
区
だ
け
で
な 

 

く
産
別
Ｏ
Ｂ
会
の
枠
を
も 

越
え
て
、
幅
広
い
多
く
の 

知
人
・
友
人
と
労
働
者
魂
を 

発
揮
し
て
地
域
で
奮
闘
中
で
す
。 

（
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
在
住
・
神 

洋
一
・
72
歳
） 

＊ 

今
号
で
「
わ
が
町
の
有
名
人
」
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

終
了
と
な
り
ま
す 

 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

ふんと

 
 

 

（南津軽郡田舎館村在住・神

 

洋一・72歳） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

秋田地本ＯＢ会 

                                 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 

５
月
23
日
13
時
よ
り
都
内
の
「北 

 
 
 
 
 

と
ぴ
あ
」
で
、
85
名
の
参
加
者
で
「
第 

 
 

 
 

 

23
回
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
来
賓
に
は
、
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
シ
ニ
ア 

会
を
始
め
多
く
の
代
表
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
10
名
で
主
な
意
見
は 


 

14

名
の
制
裁
理
由
が
分
か
ら
な
い

し
、
こ
れ
は
「
排
除
」
だ 


 

い
ま
日
本
も
会
社
も
組
合
も
お
か
し

く
な
っ
て
い
る
。
皆
で
決
め
た
事
は
、
皆

で
責
任
を
持
つ
よ
う
に
し
て
欲
し
い 


 

闘
う
相
手
は
会
社
で
あ
り
、
仲
間
で
は

な
い
。
相
手
を
間
違
え
て
い
る 


 

職
場
復
帰
の
日
に
「
出
向
」
と
は
、
余
り

に
非
情
だ 

 

幾
多
の
困
難
に
も
耐
え
な
が
ら
乗
り
越
え

て
き
た
参
加
者
は
、
不
敵
な
笑
み
と
労
働
者

魂
で
こ
れ
か
ら
も
声
を
上
げ
な
が
ら
、
現
役

を
支
援
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。 

           

 
                          

  
 
 
 
 
 

５
月
26
日
13
時
よ
り
市
内
の
「フ
ォ 

ー
ラ
ム
ア
キ
タ
」で
、
来
賓
に
地
本
、
本 

部
Ｏ
Ｂ
会
を
迎
え
総
勢
56
名
の
参
加 

者
で
第
22
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

会
冒
頭
、
昨
年
度
亡
く
な
っ
た
14
名
の
会
員
に

黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
始
ま
り
、
６
名
の
委
員
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 


 

脱
退
し
た
平
成
採
は
、
今
後
ど
う
し
た

ら
い
い
か
悩
ん
で
い
る 


 

支
部
事
務
所
が
存
続
で
き
る
か
心
配
だ 


 

現
役
は
ス
ト
を
行
っ
た
後
、
ど
う
な
る
か

を
議
論
し
た
の
か 


 

手
弁
当
で
遊
び
、
レ
ク
な
ど
を
通
じ
て
再

建
す
る
し
か
な
い 


 

東
労
組
あ
っ
て
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
事
を
知

る
べ
き 

総
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
Ｏ
Ｂ
ら
し

く
歌
も
出
る
な
ど
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

                                       
 
 

             

                                  

締
め
の
民
謡
に
ウ
ッ
ト
リ 

二
日
目 

    

朝
ま
で
の
雨
が
上
が
っ
た
５
月
３
日
13

時
か
ら
有
明
に
あ
る
東
京
臨
海
広
域
防
災
公

園
で
、
憲
法
施
行
か
ら

71

年
を
迎
え
た

「
５
・
３
憲
法
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
６
万
人
も
の
人
々
が
集
い
、
安
倍

改
憲
Ｎ
Ｏ
を
掲
げ
、
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま 

                                           

 

し
た
。 

ま
た
昨
年
秋
か
ら
始
め
ら
れ
、
Ｏ
Ｂ
会

と
し
て
も
全
国
各
地
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
安
倍
９
条
改
憲
反
対
署
名
」
の
中
間
報

告
が
あ
り
、
１
３
５
０
万
人
に
な
っ
た
と

の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。 

安
倍
自
民
党
は
３
月
の
党
大
会
で
改
憲

条
項
を
４
点
に
絞
り
、
今
国
会
で
の
改
憲

の
た
め
の
発
議
を
画
策
し
、
さ
し
あ
た
り

「
国
民
投
票
法
」
の
改
正
案
を
持
ち
出
し

て
き
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
動
き
を
警
戒
し
つ
つ
、
改
憲

阻
止
の
戦
線
を
更
に
拡
大
し
ま
し
ょ
う
。 

                     

 ９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

５
・
３
憲
法
集
会
開
催 

各地本ＯＢ会の定期総会始まる
字① 

 

 

 

良く晴れた連休初日の４月２８日、ＪＲ東労組Ｏ

Ｂ会は貨物労組ＯＢ会の仲間と共に、総勢２０名

で「第８９回メーデー中央大会」に参加しました。会

場の代々木公園Ｂ地区には、都内の各地からデモ

で参加した４万人が集まりました。 

来賓挨拶は、政府の厚生労働大臣と東京都知

事の挨拶のみで、野党からの挨拶はなく、一抹の

寂しさを感じました。 

 集会では、来春就職予定の学生代表と福島県

の被災地からのアピールがあり、メーデー宣言を採

択して終了しました。 

 また連休が明けた５月 9 日には、日弁連と共に

「カジノ解禁推進法」の廃止を求めている日本退

職者連合の「国会請願パレード」に参加しました。 

 このパレードには、全体で約 250名が参加し、日

比谷公園から国会まで「カジノ解禁推進法反

対！」の声を高らかにあげて行進し、衆参それぞれ

の面会所で請願を行ってきました。ＪＲ東労組ＯＢ

会も貨物労組ＯＢ会の仲間と共に、総勢 11 名で

参加しました。 

  

 

 

日本退職者連合の呼びかけで 

メーデーと反カジノ集会に参加 

東京  

秋田  

防災公園で開催された今年の５・３憲法集会 

 新役員体制 

会 長 

  染谷  明 

副会長 

  久野 光延 

  長嶺  繁 

  松田 義彦 

  坂本  豊 

事務局長 

  森下 彰司 

 

 

 

 

 

新役員体制 

会 長 

  加賀谷 賢 

副会長 

  神  洋一 

  伊多波良美 

  髙橋 重雄 

事務局長 

  畑中 勝己 

 

 

 

 

「我らの声」（第 19号） 
 

    現在販売中です！ 
 
 

＊ 購読希望者は 

      各地本ＯＢ会へ 
 
＊ 頒価は 500円です 

 
 

 

 

東京と秋田で、ＪＲ東労組の混乱と先行きを巡って 


